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北
海
道
大
学
法
学
部
法
学
会
記
事

O
昭
和
四
九
年
二
月
二
二
日
(
金
)
午
後
二
時
|
五
時

「
わ
が
国
の
子
不
ル
ギ

l
問
題
」

|
|
石
炭
と
石
油
を
中
心
と
し
て

l
l

報

告

者

北

大

工

学

部

教

授

武

懇

出

席

者

二

五

名

今
回
は
、
石
炭
化
学
の
世
界
的
機
威
で
あ
る
武
谷
懇
先
生
に
、
御
多
忙
を

短
め
て
お
ら
れ
る
と
こ
ろ
会
あ
え
て
お
願
い
し
て
、
当
法
学
会
の
た
め
に
御

講
演
を
い
た
だ
い
た
。
法
学
会
幹
事
が
ま
と
め
た
講
演
要
旨
は
次
の
通
り
で

み
め
ヲ
包
。
昨
年
(
一
九
七
三
年
)
一

O
月
以
来
の
、
い
わ
ゆ
る
石
油
危
機
は
、
わ
れ

わ
れ
に
対
し
、
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
深
刻
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ

る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
子
不
ル
ギ

l
政
策
の
あ
り
方
を
深
く
反
省
さ
せ

る
に
十
分
で
あ
っ
た
。

現
在
の
わ
が
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
構
造
は
石
油
中
心
の
も
の
で
あ
り
、
わ
が

国
は
全
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
八
割
合
〕
海
外
か
ら
輸
入
し
て
い
る
が
そ
の
九
割

ま
で
が
石
油
で
あ
る
。
し
か
も
、
わ
が
同
の
石
油
消
費
量
は
年
々
増
大
す
る

一
方
で
あ
る
。

し
か
る
に
、
世
界
的
に
み
て
、
石
油
の
給
供
量
は
限
界
に
き
て
い
る
。
米

谷

国
石
炭
局
は
、
す
で
に
一
九
六
一
年
に
お
い
て
、
一
九
七
五
年
頃
を
境
に
し

て
世
界
的
に
石
油
の
絶
対
長
が
不
足
し
始
め
、
買
手
市
場
か
ら
売
手
市
場
に

転
換
す
る
で
あ
ろ
う
と
予
測
し
て
い
た
。
こ
こ
に
今
川
の
石
油
危
機
の
根
本

的
な
原
因
が
あ
り
、
ま
た
と
く
に
わ
が
同
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
深
刻
さ
が

あ
る
。

O
P
E
C
や
メ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
生
産
調
整
や
価
格
操
作
は
、
こ
の
よ

う
な
背
試
を
も
っ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
よ
う

な
石
油
輸
入
国
は
、
価
格
と
供
給
泣
と
の
こ
つ
の
耐
か
ら
、
今
後
強
い
圧
迫

を
受
け
，
匂
こ
と
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
事
態
に
の
ぞ
み
、
日
本
は
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
。
従
来
の

わ
が
同
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
は
、
二
つ
の
基
本
的
な
政
り
が
あ
る
。
一
つ

は
石
炭
を
切
棄
て
た
こ
と
で
あ
り
、
他
は
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
過
大
な
期

待
を
寄
せ
た
w

」
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
後
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
原
子
力
開
発
の
最
先
進
閣
で
あ
る
米

国
に
お
い
で
さ
え
、
一
九
八
五
年
に
予
怨
さ
れ
る
原
子
力
発
電
の
全
エ
ネ
ル

ギ
ー
中
に
占
め
る
割
合
は
わ
ず
か
に
一
五
%
に
過
ぎ
な
い
。
現
在
の
産
業
憐

造
を
電
力
中
心
、
ま
し
て
や
涼
子
か
た
浴
中
心
に
転
換
す
る
こ
と
は
決
し
て

容
易
で
は
な
く
、
も
し
可
能
で
あ
る
と
し
て
も
初
旬
の
午
月
を
要
す
る
。

現
在
の
緊
急
の
課
題
は
、
石
炭
の
液
化
、
ガ
ス
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
白

分
が
す
で
に
戦
前
よ
り
着
日
し
、
そ
の
軍
要
性
を
さ
し
あ
た
り
、
強
調
し
続

げ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
既
存
の
庭
菜
構
造
を
維
持
し
な
が
ら
、
主
た
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
し
て
利
用
で
主
る
も
の
は
こ
れ
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
れ
に
成
功
す
れ
ば
、
燃
料
廃
棄
物
を
再
利
用
し
て
も
う
一
度
燃
料
を
作
り

出
す
シ
ス
テ
ム
を
作
る
こ
と
が
で
主
る
。
こ
の
問
題
は
い
ま
や
国
際
的
な
競
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争
に
な
っ
て
い
る
が
、
未
だ
そ
の
工
業
化
に
成
功
し
た
国
は
な
い
。
米
国
は
、

一
九
七
四
年
度
に
、
実
に
あ
の
ア
ポ
ロ
社
両
に
も
匹
敵
す
る
こ
二

O
億
ド
ル

の
予
算
を
こ
の
た
め
に
支
山
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
米
国
、
オ

l
ス
ト
ラ
リ

ャ
、
カ
ナ
ダ
、
中
国
等
々
に
は
、
な
お
多
誌
の
石
炭
が
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
わ
が
悶
は
ど
う
か
。
サ
ン
・
シ
ャ
イ
ン
計
画
の
な
か
に
、

石
炭
の
ガ
ス
化
、
液
化
の
問
題
が
入
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
予
算
規
模

が
あ
ま
り
に
小
さ
過
ぎ
る
上
に
、
学
術
援
輿
の
観
点
が
欠
落
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年
か
ら
一
九
八
五
年
に
い
た
る
一

0
年
間
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
に
つ
い
て
、
世
界
的
な
大
転
換
が
予
想
さ
れ
る
。
日
本
の
前
途
が
危
ぶ
ま

れ
る
。

次
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1
M
3

予

論

説

日
照
の
私
法
的
保
護
に
関
す
る
諸
問
題

ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
の
無
過
失
責
任
論

資

料

比
較
法
研
究
ノ

l
卜

j負
害
賠
償
訴
ヨア，
ロLへ

と
立
証
支 (3)
任
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